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今
年
は
五
月
二
十
九
日
（
旧
暦
：
五
月
四
日
）
に

前
兼
久
ハ
ー
リ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。
村
内
で
「
字
行

事
」
と
し
て
ハ
ー
リ
ー
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
前
兼

久
の
み
で
、
仲
松
弥
秀
著
の『
恩
納
村
誌
』に
は
「
大

正
十
年
頃
か
ら
字
行
事
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
。
由
来
に
つ
い
て
は
諸
説
あ

る
よ
う
で
す
が
、
前
兼
久
公
民
館
の『
部
落
年
中
行

事
表
　
字
前
兼
久
』と
い
う
資
料
に
は

昔
の
人
達
（
明
治
十
六
、
十
七
年
に
出
生
し
た

方
々
）
の
話
に
よ
る
と
、
区
の
ハ
ー
リ
ー
行
事

の
始
ま
り
は
明
治
三
十
四
年
旧
七
月
十
六
日
に

二
才
達
（
成
人
会
員
）
が
ア
シ
ビ
ナ
ー
に
集
ま

り
、
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
酒
（
エ
イ
サ
ー
の
翌
日
の

反
省
会
で
飲
む
酒
）
を
飲
む
席
で
、
な
ん
と
な

く
ハ
ー
リ
ー
の
話
が
出
て
、
ハ
ー
リ
ー
を
漕
ぐ

こ
と
に
決
ま
り
、
そ
の
翌
日
組
分
け
を
し
て
漕

い
だ
の
が
始
ま
り
で
、
そ
の
翌
年
か
ら
は
日
時

も
旧
五
月
四
日
に
漕
ぐ
こ
と
に
改
め
た
と
い
う
。

と
あ
り
ま
す
。

　
新
年
度
に
な
る
と
前
兼
久
ハ
ー
リ
ー
実
行
委
員

会
が
発
足
し
、
ハ
ー
リ
ー
本
番
ま
で
の
休
日
に
は

船
造
り
（
船
体
確
認
）、
櫂
や
備
品
等
の
確
認
、
ス

ロ
ー
プ
清
掃
、
追
い
込
み
漁
（
来
賓
へ
提
供
す
る

魚
の
捕
獲
）、
会
場
設
営
な
ど
、
一
気
に
慌
た
だ
し

く
な
り
ま
す
。
婦
人
会
も
美
化
作
業
や
、
本
番
前

日
か
ら
の
調
理
、
当
日
の
接
待
を
行
う
な
ど
、
区

民
一
帯
と
な
っ
て
ハ
ー
リ
ー
行
事
を
盛
り
上
げ
す
。

先
述
の
『
恩
納
村
誌
』
に
は
「
ア
ガ
リ
川
根
の
拝
所

で
午
前
九
時
頃
か
ら
の
海
幸
祈
願
、
し
か
る
後
に
男

女
若
者
は
浜
ま
で
行
列
。
十
時
頃
か
ら
ハ
ー
リ
ー
競

争
の
行
事
が
行
わ
れ
る
。」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
は
現
在
で
も
変
わ
ら
ず
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
実
行

委
員
会
や
漕
ぎ
手
、
区
民
が
東
川
根
の
拝
所
に
て
手

を
合
わ
せ
、
ハ
ー
リ
ー
の
安
全
祈
願
を
行
い
ま
す
。

そ
の
後
み
ん
な
で
太
鼓
や
ド
ラ
を
鳴
ら
し
、
道
ジ
ュ

ネ
ー
を
し
な
が
ら
竜
宮
神
ま
で
移
動
し
、
再
度
拝
み

を
行
い
ま
す
。
拝
み
が
終
わ
る
と「
御
願
ハ
ー
リ
ー
」

が
行
わ
れ
、
職
域
ハ
ー
リ
ー
、
転
覆
ハ
ー
リ
ー
と
続

き
ま
す
。

前
兼
久
ハ
ー
リ
ー
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